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楽しく学
び　つながり　活かす　生涯学習

1月18日（土）
地域教育シンポジウムを開催しました！
1月18日（土）
地域教育シンポジウムを開催しました！

や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る

〝
ま
ち
づ
く
り
〞

　

今
年
の
地
域
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
「
羽
村
」

に
つ
い
て
、
子
ど
も
と
大
人
が
、
み

ん
な
で
考
え
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
羽
村
一
中
演
劇
部

の
寸
劇
に
は
、
実
行
委
員
の
大
人
が

参
加
し
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
創
作
劇

で
参
加
者
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
小
学
生
と

大
人
、
中
学
生
と
大
人
の
２
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
活
発
に
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
グ
ル
ー
プ
討
議
の

意
見
を
踏
ま
え
、「
は
む
ら
の
未
来
」

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
感
じ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ

と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
家
族
、
友

達
な
ど
と
語
り
合
い
、
自
分
た
ち
の

今
後
に
活
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
総
務
課
生
涯
学

　
　
　
　

習
推
進
係　

内
線
363
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剣
道
の
都
道
府
県
対
抗
に
都
代
表
と
し

て
出
場
す
る
な
ど
４
大
会
で
入
賞
し
ま
し

た
。
ま
た
、
二
ッ
森
君
の
礼
儀
正
し
い
言

動
に
よ
り
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
児
童
が
増

え
る
な
ど
、
他
の
児
童
に
良
い
影
響
を
与

え
ま
し
た
。

　

羽
村
市
図
書
館
で
は
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
に
も
読
書
の
機
会
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
録
音
図
書
（
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
及
び
デ
イ
ジ
ー

〈D
A
ISY

〉
版
図
書
）
の
貸
出
し
、
対
面
朗
読
や
宅
配
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

身
近
に
視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
が
い
た
ら
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
別
途
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

【
登
録
に
必
要
な
も
の
】

・
住
所
を
証
明
す
る
も
の
（
保
険
証
や
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
手
帳
が

な
く
て
も
登
録
で
き
ま
す
）

・
登
録
は
ご
家
族
や
代
理
の
人
で
も
結
構
で
す
（
来
館
前
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
）。

　

本
館
に
は
点
字
図
書
や
普
通
の
活
字
よ
り
大
き
な
活
字
を
使
っ
た「
大

活
字
本
」、
歴
史
小
説
な
ど
の
朗
読
Ｃ
Ｄ
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
資
料
は
利
用
者
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
れ
ば
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
館
の
１
階
と
３
階
に
は
拡
大
読
書
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

デ
イ
ジ
ー
（D

A
ISY

）
版
図
書
と
は

　

活
字
を
読
む
こ
と
が
困
難
な
人
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
で
す
。

CD
-RO
M

に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

デ
イ
ジ
ー
図
書
は
専
用
再
生
機
の
ほ
か
、
再
生
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
パ
ソ
コ
ン
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
で
デ
イ
ジ
ー
図
書
を
再
生
す
る
ソ
フ
ト
に
は
、
無
料
の

LpPlayer

、A
M
IS

（
ア
ミ
）
と
有
料
の
ネ
ッ
ト
プ
レ
ク
ス
ト
ー
ク
の

三
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

LpPlayer

、A
M
IS

（
ア
ミ
）
はD

A
ISY

研
究
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ

ト
か
ら
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
羽

村
市
図
書
館
Ｈ
Ｐ
に
リ
ン
ク
を
貼
っ
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス

　

図
書
館
の
資
料
や
利
用
者
が
持
参
し
た
資
料
を
朗
読
者
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）が
朗
読
し
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

た
だ
し
、
私
信
な
ど
の
個
人
的
な
も
の
は
読
め
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

宅
配
サ
ー
ビ
ス

　

高
齢
や
身
体
の
障
害
、
病
気
や
け
が
に
よ
り
外
出
が
困
難
な
人
に
向

け
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
借
り
た
い
資
料
を
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
文

書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

利
用
す
る
に
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
登
録
と
宅
配

登
録
申
込
書
が
必
要
で
す
。

　

宅
配
登
録
申
込
書
提
出
後
、
図
書
館
の
担
当
者
が
自
宅
へ
伺
い
、
説

明
後
、
宅
配
登
録
を
し
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
火
曜
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
宅
配
（
回
収
）
し
ま
す
。

地
域
資
料
コ
ー
ナ
ー

　

図
書
館
本
館
３
階
の
地
域
資
料
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
羽
村
市
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
資
料
を
収
集
・
整
理
・
保
存
し
、

貸
出
し
や
閲
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
資
料
に
は
、
市
が
発
行
す
る
長

期
総
合
計
画
・
予
算
書
・
決
算
書
を
は

じ
め
と
す
る
行
政
資
料
、
羽
村
市
議
会

の
会
議
録
、
歴
史
や
民
俗
に
関
す
る
郷

土
資
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
形
態
も
書

籍
や
冊
子
だ
け
で
な
く
、
チ
ラ
シ
や
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

羽
村
市
以
外
に
も
多
摩
地
域
や
東
京
都
、

姉
妹
都
市
の
北
杜
市
（
旧
高
根
町
）
に

関
す
る
資
料
も
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
顧
問
と
し
て
、

東
京
都
大
会
で
17
回
優
勝
、
関
東
大
会

　

第
61
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

中
学
の
部
で
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課　

内
線
379

　

東
京
都
の
研
究
員
・
開
発
員
と
し
て

特
別
活
動
の
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、

東
京
都
主
催
の
研
究
会
等
で
講
師
を
務

め
、
特
別
活
動
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
西
多
摩
中
学
校
弁
論
大
会
や

へ
16
回
出
場
、
全
国
大
会
へ
は
８
回
出

場
さ
せ
る
な
ど
、
部
活
動
の
充
実
・
発
展
、

指
導
者
育
成
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
医
と
し
て
36
年
間
に
わ
た
り
、

松
林
小
学
校
児
童
の
健
康
を
見
守
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課
学
務
係　

内
線
357

生
徒
会
の
意
見
交
換
会
な
ど
で
は
、
12

年
間
、
立
案
か
ら
進
行
ま
で
中
心
と
な
り

大
会
の
成
功
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　
学
校
教
育
課
教
職
員
係　

内
線
374

表   

彰

★

★

児
童・生
徒
の
表
彰

教
職
員
な
ど
の
表
彰

東
京
都
教
育
委
員
会
児
童
・
生
徒
表
彰

二
ッ
森
飛
鳥
君
（
富
士
見
小
６
年
生
）

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

羽
村
市
に
関
わ
る
人
の
著
作
物

東
京
都
教
育
委
員
会
児
童
・
生
徒
表
彰

羽
村
第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部

文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰

羽
村
第
三
中
学
校

鈴
木
一
利　

主
任
教
諭

東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
表
彰

羽
村
第
二
中
学
校

山
中
洋
介　

主
幹
教
諭

東
京
都
教
育
委
員
会
表
彰
（
健
康
づ
く

り
功
労
）

塩
澤
三
朗
さ
ん

（元）
松
林
小
学
校
学
校
医

羽
村
市
図
書
館
か
ら

問
合
せ　

羽
村
市
図
書
館

羽
村
市
に
関
わ
る
人
の
著
作
物
コ
ー
ナ
ー

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
羽
村
出
身
者
の

著
作
や
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
が
出
版

し
た
資
料
な
ど
を
著
者
名
順
に
並
べ
て

い
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
資
料
を
購
入
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
寄
贈
さ
れ
た
も
の
や
無
償

配
布
の
も
の
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

特
に
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
内
を
は
じ
め

と
す
る
皆
さ
ん
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
い

た
資
料
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
こ
こ
数
年
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い

た
も
の
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

松
田　

猛
／
著

『
国
策
・
南
米
移
民
奮
闘
記
』

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
国
の
移
民
政

策
で
南
米
に
渡
っ
た
著
者
の
筆
舌
に
尽

く
し
が
た
い
過
酷
な
日
々
の
記
録
で
す
。

　

夢
と
希
望
を
抱
い
て
新
天
地
に
旅
立
つ

が
、
待
っ
て
い
た
の
は
想
像
を
絶
す
る
悲

惨
な
現
実
で
し
た
。
日
本
の
知
ら
れ
ざ
る

歴
史
を
記
し
た
貴
重
な
体
験
談
で
す
。

中　

一
夫
／
編

『
日
本
の
戦
争
を
終
わ
ら
せ
た
人
々
』

　

昭
和
20
年
４
月
、
戦
況
が
熾
烈
を
極

め
る
中
、
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し
た

鈴
木
貫
太
郎
。

　

徹
底
抗
戦
を
叫
ぶ
陸
軍
の
反
対
を
押

し
切
っ
て
太
平
洋
戦
争
を
終
戦
に
導
き
、

今
日
の
平
和
の
礎
を
築
い
た
功
労
者
の

命
を
か
け
た
物
語
で
す
。

大
野
弘
江
／
著

『
あ
い
ま
刺
繍　

日
本
刺
繍
作
品
集
』

　

19
歳
で
刺
繍
と
出
会
っ
て
か
ら
60
年

あ
ま
り
、
家
事
や
畑
仕
事
の
あ
い
ま
に

続
け
て
き
た
と
い
う
日
本
刺
繍
の
作
品

集
で
す
。

　

金
糸
や
銀
糸
、
色
と
り
ど
り
の
糸
で

刺
さ
れ
た
細
や
か
で
繊
細
な
模
様
の
刺

繍
が
見
事
に
施
さ
れ
た
半
襟
や
和
装
バ

ッ
ク
な
ど
の
小
物
か
ら
黒
留
袖
や
帯
な

ど
の
作
品
、
ま
た
、
市
内
の
町
内
山
車

の
見
返
り
幕
の
修
復
な
ど
の
様
子
ま
で

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
お
知
ら
せ
▲

　

３
月
１
日
㈯
か
ら
本
館
１
階
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
、「
羽
村
市
に
関
わ
る
人
の

著
作
物
」
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
本
の
展
示
・

貸
出
し
を
行
い
ま
す
。

少
年
期

少
年
期

乳
幼
児
期

青
年
前
期

青
年
後
期

壮
年
期

高
齢
期

乳
幼
児
期

青
年
前
期

青
年
後
期

壮
年
期

高
齢
期

少
年
期
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　羽村市は、平成24年度から３年間、東京都「特別支援教室モデル事業」の指定を受け、特別
支援教室での指導・相談を行っています。
　特別支援教室は、富士見小学校、栄小学校、武蔵野小学校の３校に設置されています。
　特別支援教室では、羽村東小学校と松林小学校にある通級指導学級の教員が、情緒面などに
困難さがある児童に対して、次のような指導・相談を行いました。

問合せ　教育支援課　内線371

　特別支援教室を活用した指導・相談について、次のような感想や意見が寄せられました。
平成 26年度は、これらをもとに、さらに充実させていきます。

　今後は、通級指導学級での指導と特別支援教室での指導を、保護者と相談しながら並行して
進めていきます。2つの指導の違いをご理解ください。

　平成 26年度は、それぞれの良さを活かした指導を行っていきます。くわしくは、「はむらの教
育 5月 1日号」で紹介します。

　通級指導学級の先生の専門的な指導を見
たり、相談したりすることで、児童のこと
がよく理解でき、教室での支援に活かすこ
とができました。（担任）

　情緒面で困難さがあり、学級内でな
かなか学習効果があがりにくい児童に
ついて、特別支援教室を活用して支援
していきたいです。（担任）

　特別支援教室で行っているわかり
やすい指導を、自分の学級でも行っ
てほしいです。（保護者・児童）

　通級指導学級の先生が、学校
に来て指導や相談をしてくれた
ので、安心して支援を受けるこ
とができました。（保護者）

特別支援教室モデル事業

平成25年度　栄小学校・武蔵野小学校の例

【特別支援教室ができてよかったこと】

【今後、改善や工夫が必要なこと】

特別支援教室を利用するときのポイント

平成25年度の成果と課題

【松林小学校】通級指導学級
学級担任から 保護者や児童から

栄小学校（特別支援教室）

半期の指導・相談が終わったら

武蔵野小学校（特別支援教室）

＊富士見小学校には、羽村
東小学校の通級指導学級
の教員が同様の指導・相
談を行いました。

　通級指導学級の教員が、週1回特別支援教室のある学校を訪問し、児童の指導や保護
者などからの相談を行いました。

★指導・相談の内容
　半期（半年）単位で計画的に指導・相談（月曜日に1人1時間程度・状態に応じて10
　回以内）
　　　○特別支援教室での指導（主に個別指導）
　　　○在籍学級での指導や児童の観察
　　　○保護者面談や担任などとの話合い

※通級指導も並行して行いました
　現在通級指導学級に通っている児童を含め、小グループでの指導が必要な児童は、
通級指導学級に通って指導を受けました。（火曜日～金曜日）

　通級指導学級の教員が、指導・相談を通してわかったことを整理し、児童にとって効果的な
支援の在り方を保護者や担任と確認して、その後の支援に活かしました。
　　例えば 　　○担任が指導方法や支援の工夫をする
 ○特別支援教育支援員による支援を始める
 ○通級指導を開始する など

通級指導

場　　所
○通級指導学級に通って指導を受ける。
（保護者による設置校までの送迎）

○特別支援教室で指導を受ける。
（同じ学校内の教室）

○社会性など苦手なことを克服するため
　の指導を行う

○学習の補充を行う
○社会性など苦手なことを克服するため
　の指導を行う

○個別指導と小グループでの指導
・小グループでの指導が中心
・個別指導も実施

○個別指導と小グループでの指導
・個別指導が中心
・状況により小グループによる指導や
　学級に入って指導を実施

○環境に配慮された専用施設・設備 ○教育相談室や空いている教室
○教員3～4人と介助員による指導 ○教員2人による指導
○週１回 朝から給食後まで ○週１回 1～2時間程度

施　　設
教　　員

時　　間

指導内容

指導方法

特別支援教室を活用した指導

シリーズ
特別支援教室
シリーズ
特別支援教室⑧



教員の交流
　小中一貫教育で交流しているのは、児童・生徒だけではありません。教員も小・中学校合同の
会議を開くなど様々な交流を行っています。各校区での名称は異なりますが、内容はおおむね同
様のものとなっています。

つなごう∞育てよう∞いっしょにつなごう 育てよう いっしょにつなごう 育てよう いっしょに

紹介します！ 小中一貫教育の取組み紹介します！ 小中一貫教育の取組み
問合せ　学校教育課指導係　内線376

　

親
学
と
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
子
ど
も
に
身
に
付
け
さ

せ
て
お
き
た
い
基
本
的
な
生
活
習
慣

や
学
習
習
慣
、
人
権
教
育
や
環
境
教

育
、
食
育
な
ど
の
教
育
課
題
、
ネ
ッ

ト
犯
罪
な
ど
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
な
ど
に
つ
い
て
家
庭
に
情
報
提
供

し
、
家
庭
教
育
に
対
す
る
支
援
を
行

う
取
組
み
で
す
。

※

２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
家
庭

教
育
セ
ミ
ナ
ー
は
雪
の
た
め
次

の
通
り
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

日　

時　

３
月
９
日
㈰
午
後
２
時
〜

会　

場　

ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
危
険
性
と
可
能
性

講　

師　

㈱
あ
し
た
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

代
表
取
締
役　

片
山
啓
吾
さ
ん

家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー

平
成
25
年
12
月
14
日
実
施

テ
ー
マ　

家
庭
学
習
の
大
切
さ
〜

親
と
し
て
の
役
割
〜

講　

師　

東
京
成
徳
短
期
大
学
教

授　

和
田
信
行
さ
ん

平
成
25
年
７
月
24
日
実
施

○
む
さ
し
の
井
戸
端
会
議
〜
携

帯
・
ネ
ッ
ト
・
友
達
関
係
〜

平
成
25
年
11
月
２
日
実
施

○
さ
ん
ち
ゅ
う
井
戸
端
会
議
〜
お

も
い
や
り
〜

家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー

平
成
26
年
２
月
１
日
実
施

テ
ー
マ　

未
来
に
必
要
と
な
る
力

を
育
て
る
た
め
に
〜
自
分
で
学

ぶ
子
ど
も
を
育
む
に
は
〜

講　

師　

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研

究
所
初
等
中
等
教
育
研
究
室
長 

木
村
治
生
さ
ん

 

各
校
区
の
取
組
み
や
活
動
の
成

果
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日　

時　

３
月
12
日
㈬
午
後
７
時

〜
（
午
後
６
時
45
分
開
場
）

場　

所　

ゆ
と
ろ
ぎ
（
小
ホ
ー
ル
）

親
学
（
家
庭
教
育
講
座
）

小
中
一
貫
教
育

　
　
　
　
　

 

報
告
会

一
中
校
区

二
中
校
区

三
中
校
区

6はむらの教育 26.3.１

少
年
期

全体会
小中教科・領域別情報
交換会

・各校の全教員で組織し小中一貫教育について情報交換・協
議・検討を行っています。

・教科・活動ごとに情報交換を行い小中連携指導の具体的な
方策を検討しています。

・いじめ・不登校など生活指導上の問題についても協議して
います。

・各校の校長、副校長、教務主任、生活指導主任で組織し、小中
一貫教育の運営を行っています。

・各校の校長、副校長、教務主任、生活指導主任が学校評議員
など地域の方を交えて、成果、課題について協議し次年度
への改善を図ります。

小中生活指導懇談会

推進委員会
運営委員会

検討会

検証委員会
検証報告会

検証委員会
検証委員会

全体会
分科会

合同会議
6部会・10教科部会

一中校区

交流内容 校　区 名　称

二中校区

三中校区

一中校区
二中校区
三中校区

一中校区

二中校区
三中校区



乳
幼
児
期

青
年
前
期

青
年
後
期

壮
年
期

高
齢
期

少
年
期

7 はむらの教育 ２6.3.1

　

今
年
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
は
、
１
月
18

日
㈯
と
19
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
試
験
当
日
に
社
会
科
と
理
科
の
試
験
を

受
け
ら
れ
な
い
受
験
生
が
出
て
い
ま
す
。

　

社
会
科
は
地
理
や
歴
史
、
公
民
な
ど
10
科
目
、

理
科
は
生
物
、
物
理
、
化
学
な
ど
６
科
目
が
あ
り

ま
す
が
、
例
え
ば
、
社
会
科
で
は
歴
史
だ
け
を
受

験
す
る
人
と
地
理
と
歴
史
の
２
科
目
を
受
験
す
る

人
が
、
理
科
で
は
物
理
だ
け
を
受
験
す
る
人
と
生

物
と
化
学
な
ど
２
科
目
を
受
験
す
る
人
が
い
ま
す
。

　

１
科
目
だ
け
受
験
す
る
人
は
午
前
10
時
15
分
に

入
室
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
２
科
目
を
受
験
す

る
人
は
午
前
９
時
５
分
ま
で
に
入
室
す
る
よ
う
指

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
科
目
受
験
で
登
録
し
た
受

験
生
は
、
遅
刻
者
の
入
室
限
度
で
あ
る
午
前
９
時

50
分
ま
で
に
入
室
し
な
い
と
、
そ
の
２
科
目
と
も

受
験
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

試
験
会
場
の
不
備
や
試
験
時
間
の
間
違
い
に
つ

い
て
は
、
毎
年
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
せ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
受
験
生
の
勘
違
い
や
高
校
の
先
生
方

か
ら
の
間
違
っ
た
情
報
な
ど
に
よ
っ
て
、
２
科
目

を
受
験
し
よ
う
と
し
た
人
が
入
室
時
間
に
遅
刻
し

て
受
験
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、

世
間
に
は
あ
ま
り
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

物
事
に
あ
た
る
時
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
注
意
や

守
る
べ
き
こ
と
を
自
分
自
身
で
理
解
し
行
動
す
る
。

こ
の
よ
う
な
習
慣
を
、
小
さ
な
子
ど
も
の
時
か
ら

育
め
る
社
会
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
随
想

教
育
随
想

教
育
随
想

I N FORMAT ION

教
育
委
員
会
委
員　

羽
村　

 

章

新設 〇ポケモン体操クラブ ㈮　15:00～
 〇ソフトヨーガＰＰＫ ㈮　13:30～

 熱中症予防講習会 4月12日㈯　10:00～
 デイキャンプ 未定
 会員交流会 未定
 はむすぽ卓球大会 平成27年2月１日㈰ 　9:00～
※ 詳細は、「はむすぽ」公式サイトをご覧ください。

〇スポーツ＆スタディー ㈫･㈮ 　16:30～

継続 ベビーマッサージ&ママビクス  第1・3㈮　10:00～
 バドミントン ㈮　19:30～
 スポーツ吹矢 ㈭　10:00～
 トールペイント 第1・3㈬　9:30～
 西多摩ジュニア体操クラブ ㈫･㈬･㈭･㈮　14:00～
 ソフトヨーガ ㈮　19:00～
 リラックスヨガ ㈭　11:00～
 ※夜のスイミング教室 ㈭　19:00～
 ※印の会場はスイミングセンター

楽々バンド体操 第2・4㈭　13:30～
はつらつエクササイズ ㈭　10:00～
書道教室 第1・3㈬　15:00～
ジュニアチアダンス ㈫･㈮ 　16:00～
ジュニアバドミントン ㈬　19:00～
初めてのヨガ ㈭　 9:30～
※アクア&スイム ㈬　14:00～

はむら総合型スポーツクラブはむすぽ 「平成26年度プログラムの紹介」
■プログラム（会 場：スポーツセンター、スイミングセンター他）

■イベント

問合せ スポーツ推進課
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　特定非営利活動法人羽村市体育協会および羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

羽村市体育協会特定非営利活動法人

　

羽
村
市
文
化
協
会
は
、
羽
村
市
の
芸
術
・
文
化
の
向
上
と
発
展
を

目
的
と
し
、
平
成
17
年
６
月
に
設
立
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
は
10
年
の
節
目
を
迎
え
る
前

の
年
度
と
し
、
更
な
る
可
能
性
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
取
組
み

　

平
成
26
年
度
も
市
や
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
各
種
事
業
の
企
画
・

運
営
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

文
化
協
会
が
実
施
す
る
主
催
・
共
催
事
業
は
、「
羽
村
市
美
術
・
工

芸
展
」、「
マ
ジ
ッ
ク
と
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
集
い
」、「
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

で
す
。

　

後
援
す
る
事
業
は
、
加
盟
団
体
が
発
表
す
る
音
楽
、
舞
踊
等
の
ホ

ー
ル
発
表
や
、
絵
画
、
書
、
写
真
等
の
展
示
発
表
で
、
こ
れ
ら
の
事

業
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

秋
に
開
催
さ
れ
る
芸
術
・
文
化
の
祭
典
「
羽
村
市
文
化
祭
」
に
は

企
画
・
運
営
面
に
全
面
的
に
参
画
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
産
業
祭
や
夏
ま
つ
り
な
ど
各
種
行
事
へ
の
協
力
や
、
保

育
施
設
、
高
齢
者
施
設
へ
の
慰
問
及
び
小
・
中
学
校
へ
の
教
育
支
援

活
動
な
ど
の
社
会
貢
献
を
重
要
視
し
て
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

循
環
型
生
涯
学
習
の
実
践

　

羽
村
市
生
涯
学
習
基
本
計
画
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
「
い
つ
で
も　

ど
こ

で
も　

だ
れ
も
が
学
べ
る
生
涯
学
習
」
と
あ
り
ま
す
。
文
化
協
会
は

芸
術
・
文
化
の
面
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、

学
ん
だ
知
識
を
次
に
繋
げ
る
循
環
型
生
涯
学
習
の
実
践
場
と
し
て
と

ら
え
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
学
び
合
え
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

と
ら
え
て
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

循
環
型
生
涯
学
習
の
実
践
の
場
と
し
て

ＴＥＬ.５５５-１６９８

羽
村
市
文
化
協
会

第45回 羽村市総合体育大会総合開会式
第67回 都民体育大会羽村市結団式
日　時　4月19日㈯　午後7時～　
場　所　スポーツセンター第1ホール
内　容　優勝杯返還、選手宣誓など
　　　　デモンストレーション「ソフトテニス」
　　　　○見学は自由です。(上履きを持参してください)

　羽村市総合体育大会は、陸上や柔道、ソフトテニスなど26種目の競技で羽村市
のナンバー1を競い合います。
　都民体育大会では、羽村市の代表が、他の区市町村の代表と東京都のナンバー１
を目指して競い合います。

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
０-

２
５
５
８-

１
０
１
０
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